
　

ウ
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
養
鶏
場
（
山

岡
町
久
保
原
地
内
）
の
設
置
に
つ

い
て
、
事
前
協
議
書
と
添
付
図
書

を
縦
覧
し
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
と
き　

１２
月
７
日
㈫
―
２０
日
㈪

午
前
８
時
半
―
午
後
５
時

１５
分

□
と
こ
ろ　

水
道
課

　
　

水
道
課
（
内
線
１
６
２
）

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
肢
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象

と
し
た
医
療
相
談
や
補
装
具
（
車

い
す
、
装
具
な
ど
）
の
交
付
、
修

理
の
た
め
の
相
談
や
判
定
を
実
施

し
ま
す
。
診
断
や
相
談
の
あ
る
方

は
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１２
月

１４
日
㈫
午
後
２
時

―
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
３
時

半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
・
会
議
棟

□
診
断
科
目　

整
形

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

　　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
事
業

所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
工
業
統

計
調
査
を

１２
月

３１
日
現
在
で
行
い

ま
す
。
調
査
の
目
的
は
、
製
造
品

出
荷
額
な
ど
を
調
査
し
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
調

査
は
、

１２
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬

に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
８
０
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は

市
税
の
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

１２
月

１９
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時

１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
・

第
二
庁
舎
１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

　

大
井
幼
稚
園
か
ら
大
井
宿
本
陣

前
の
道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
次

の
と
お
り
、
車
両
の
一
方
通
行
規

制
を
行
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

平
成

２３
年
１
月

１１
日
㈫

午
前
９
時
―
７
月

２９
日
㈮（
予
定
）

※
期
間
中
は
、
終
日
規
制
を
実
施

□
と
こ
ろ　

大
井
町
字
学
頭
地
内

（
大
井
幼
稚
園
付
近
）

□
規
制
内
容　

恵
那
峡
方
面
か
ら

恵
那
駅
方
面
へ
の
一
方
通
行
。

※
恵
那
駅
方
面
か
ら
、
城
ヶ
丘
保

育
園
と
大
井
小
学
校
ま
で
の
進
入

は
可
能
で
す
が
、
通
り
抜
け
は
で

き
ま
せ
ん

　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内
線

２
１
７
）

【
夕
方
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
】

　

市
内
の
交
通
事
故
は
、
高
齢
者

と
子
ど
も
の
事
故
が
目
立
ち
ま

す
。
こ
の
季
節
、
夕
暮
れ
は
と
て

も
早
く
暗
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者

は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
使
用

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
凍
結
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意
】

　

道
路
が
凍
結
す
る
季
節
。
昨
年

も
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま

し
た
。
特
に
早
朝
や
深
夜
、
橋
の

上
、
日
陰
の
場
所
、
ト
ン
ネ
ル
の

出
入
り
口
な
ど
の
場
所
で
は
、
十

分
に
速
度
を
落
と
し
、
安
全
運
転

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
６
）

　

３
月

３１
日
㈭
に
指
定
管
理
期
間

が
満
了
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵

光
園
。
そ
の
第
２
期
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
指
定
期
間　

平
成

２３
年
４
月
１

日
㈮
―
平
成

２８
年
３
月

３１
日

□
募
集
要
項
配
布
期
間　

１２
月
１

日
㈬
―

１０
日
㈮ 

※
配
布
は
高
齢
福
祉
課
か
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e

n
a.lg

.jp
/

）

□
受
け
付
け
期
間　

１２
月
６
日
㈪

―
２８
日
㈫

□
応
募
資
格　

①
社
会
福
祉
法
人

で
あ
る
こ
と　

②
老
人
福
祉
法
に

基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と　

③
東
濃
地

域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

　
　
　
　

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

２
２
）

「物語を訪ねて
　―浮世絵を旅する―」
　　１２/１㈬～１/１６㈰

　日本全国各地の名所にまつ

わるいくつもの伝説や故事を

風景版画でたどる展覧会です。

　

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
生
物

多
様
性
条
約
第

１０
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

１０
）。
そ
の
関
連
行
事
と

し
て
、１０
月

１８
日
に
行
わ
れ
た「
水

で
つ
な
が
る
命
・
木
曽
川
流
域
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
恵
那
農
業

高
等
学
校
の
森
本
先
生
と
生
徒
、

可
知
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

恵
那
農
高
で
は
、
平
成

１６
年
度

か
ら
阿
木
川
ダ
ム
で
ア
オ
コ
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
、
空く

う

芯し
ん

菜さ
い

を
栽
培
。
植
え
付
け
当
初
は
わ
ず

か
２
０
０
㌘
の
空
芯
菜
が
、
収
穫

す
る
と
き
に
は
３
３
０
㌔
と
、
約

１
６
０
０
倍
に
成
長
す
る
と
の
こ

と
。
ダ
ム
湖
の
栄
養
分
を
野
菜
が

吸
収
し
、
水
質
浄
化
や
新
た
な
生

き
物
の
す

み
か
づ
く

り
の
活
動

に
つ
い
て

発
表
し
ま

し
た
。

　
　

水
道

課
（
内
線

１
６
０
）

　

次
の
４
地
区
の
地
籍
調
査
が
終

了
し
、
登
記

が
完
了
。

こ
れ

で
、
市

内
の
地
籍
調

査
の
登
記
完
了
面
積
が
１
２
３
・

９１
平
方
㌖
、
完
了
率

２９
・
３
㌫
と

な
り
ま
し
た
。

□
山
岡
町
山
田
５
・
６
地
区　

▽

調
査
範
囲
＝
山
岡
町
馬
場
山
田
字

三
角
、
亀
割
、
一
貫
平
、
峰
山
、

青
木　

▽
調
査
面
積
＝
４
・

４２
平

方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝
７
４
５
筆

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

１９
日

□
明
智
町
吉
良
見
Ⅳ
地
区　

▽
調

査
範
囲
＝
明
智
町
吉
良
見
字
西
山

の
一
部　

▽
調
査
面
積
＝
０
・

５４

平
方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝

７４
筆

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２０
日

□
岩
村
町
飯
羽
間
９
地
区　

▽
調

査
範
囲
＝
岩
村
町
飯
羽
間
字
小

屋
ヶ
根
、
片
小
沢
、
上
八
木
、
中

平
、
小
沢
山
の
一
部　

▽
調
査
面

積
＝
２
・

１８
平
方
㌖　

▽
調
査
筆

数
＝
１
８
０
筆　

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２５
日

□
明
智
町
小
泉
地
区　

▽
調
査
範

囲
＝
明
智
町
大
泉
字
滝
上
、下
矢
、

蔵
、
他
ノ
平
、
細
田
、
六
斗
蒔
、

久
手
尻
、
薬
師
平
、
藤
塚
、
細
、

大
澤　

▽
調
査
面
積
＝
１
・

３７
平

方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝
１
１
０
６

筆　

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２９
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

　

第
２９
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
が
、

１１
月

１４
日
に
恵
那
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者　

▽
市
長
賞
＝
竹

川
竜
雅
く
ん
（
上
矢
作
中
２
年
）

▽
市
議
会
議
長
賞
＝
杉
田
健
登
く

ん
（
明
智
中
３
年
）　

▽
市
教
育

長
賞
＝
大
島
啓
く
ん
（
大
井
第
二

小
５
年
）、
牧
野
未
来
さ
ん
（
大

井
第
二
小
５
年
）、
小
澤
凜
丸
く

ん
（
飯
地
小
５
年
）、
太
田
陸
く

ん
（
串
原
小
６
年
）　

▽
市
消
防

長
賞
＝
小
木
曽
実
穂
さ
ん
（
恵
那

西
中
１
年
）、渡
邊
敬
太
く
ん
（
東

野
小
５
年
）

　
　

消
防
本
部
予
防
課
志
２
６
―

０
１
１
９

　

市
内
の
小
学
生
が
描
く

２５
年
後

の
未
来
創
造
図
の
各
賞
が
、

１１
月

１３
日
開
催
の
未
来
創
造
サ
ミ
ッ
ト

で
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者　

▽
最
優
秀
賞
＝

木
村
朱
里
さ
ん
（
長
島
小
４
年
）

▽
市
長
賞
＝
山
本
彩
由
奈
さ
ん

（
大
井
第
二
小
１
年
）　

▽
理
事
長

賞
＝
山
内
美
宝
さ
ん
（
岩
邑
小
６

年
）

　
　

恵
那
青
年
会
議
所
志
２
５
―

９
４
０
１

１２月５日㈰は、市民の日（市民に

限り観覧料が無料です。当日、

受付係に「恵那市民です」とお

伝えください）

　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川広重 ≪五十三次名所図会≫

「石薬師　義経桜　範頼の祠」

大判錦絵

１８８５（安政２）年

田中コレクション

木
曽
川
流
域
自
治
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
恵
那
農
高
が
発
表

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

こ
と
し
の
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー

▲説明をする恵那農高の森本先生

▼

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
未
来
創
造
図

▲市長賞のポスター

ウ
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
の
事
前

協
議
書
を
縦
覧

問

問

問

問

問
肢
体
の
不
自
由
な
方
の
診

断
と
相
談

問
休
日
納
税
相
談
を
活
用
く

だ
さ
い

問
工
業
統
計
調
査
に
協
力
く

だ
さ
い

問
大
井
幼
稚
園
付
近
で
車
両

の
一
方
通
行
規
制

問
冬
の
交
通
安
全
の
注
意
点

募
集

養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
光
園

の
指
定
管
理
者
（
第
２
期
）

案
内

紹
介

申
・
問

小
学
生
が
描
い
た
未
来
創

造
図

問

大井小学校

城ヶ丘保育園 長国寺

大
井
幼
稚
園

明 知 鉄 道

一方通行規制区間

9 82010.12.1 広報えな



　市役所の窓口は１２月２８日㈫の午

後５時１５分まで通常業務です（市民

課住民係の印鑑登録と証明発行のみ

午後６時まで）。２９日㈬から１月３

日㈪まで休み、１月４日㈫が仕事始

めです。問い合わせは市役所または

各振興事務所へお願いします。その

ほか、各施設の年末年始の日程は次

の通りです。

年末年始の休館情報

項目 連絡先 電話 内　容

死亡届 市民課住民係
２６-２１１１

（内線１４１）

死亡届と火葬許可（火葬場使用許可）申請は受け付けします。
【申請の場合は、あらかじめ市役所または南部の各振興事務所に
連絡してください】

火葬場 環境課
２６-２１１１

（内線１８４）

えな斎苑の使用は１２月３１日㈮～１月３日㈪の間、市外居住者（市
内に住民登録、外国人登録をしていない方）は使用することがで
きません。

救急業務 救急医療情報センター ２５-３７９９

消防署は、年末年始とも通常業務です。急病人やけが人が出たと
きには、消防署内の救急医療情報センターへ問い合わせください。
休日の在宅当番医は、年末分が１１月１５日号の１１㌻を、１月分は
次号をご覧ください。自分でお出掛けのときは、電話で直接病院
に確認の上、お出掛けください。

病院・診療所

市立恵那病院 ２６-２１２１
１２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。ただし、急患は常時受け付
けますので、電話で確認の上、来院してください。

国保上矢作病院 ４７-２２１１
１２月３０日㈭夜診～１月３日㈪まで休診。ただし、急患は常時受
け付けますので、電話で確認の上、来院してください。なお、
１２月２９日㈬と１月４日㈫、５日㈬の夜診は、休診します。

国保岩村診療所 ４３-２５７２ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保三郷診療所 ２８-１０７０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保飯地診療所 ２２-３０２７
１２月２８日㈫午後～１月３日㈪まで休診。１２月２８日㈫午前は診療
します。

国保山岡診療所（内科・
歯科）

５６-２６５５ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保上矢作歯科診療所 ４７-２２２２ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保串原診療所 ５２-２９２５
火曜日と金曜日の午後のみ診療します。年末最後は１２月２８日㈫、
年始最初は１月７日㈮に診療します。

文化施設

恵那文化センター ２５-５１２１ １２月２７日㈪～１月３日㈪まで休館します。

市中央図書館 ２５-５１２０
１２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。１２月２８日㈫は午後５
時までの利用となります。

明智かえでホール ５４-３９９１ １２月２７日㈪～１月４日㈫まで休館します。

サンホールくしはら ５２-２１１９ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

中山道広重美術館 ２０-０５２２
１２月２４日㈮～１月３日㈪まで休館します。ただし、１月２日㈰は
年始特別開館とし、観覧料は無料です。

中山道ひし屋資料館 ２０-３２６６
１２月２７日㈪～１月３日㈪まで休館します。ただし、１月２日㈰は
年始特別開館とし、入館料は無料です。

岩村町の文化施設

４３-３０５７
岩村歴史資料館（民俗資料館、御殿茶室を含む）は、１２月２９日
㈬～１月１日㈯まで休館します。

４３-３２３１
岩村まち並みふれあいの舘、木村邸資料館、工芸の館土佐屋、江
戸城下町の館勝川家、いわむら美術の館は、１２月２８日㈫～１月
４日㈫まで休館します。（土佐屋は１月５日㈬も休館します）

項目 連絡先 電話 内　容

文化施設
山 岡 陶 業 文 化 セ ン
ター・陶業ギャラリー

５６-４５６７ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

福祉関係施
設

恵那市福祉センター ２６-５２２１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

岩村福祉センター ４３-００５１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

明智福祉センター ５４-４８２０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

串原福祉センター ５２-２２３０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

かみやはぎ総合保健福
祉センター

４８-３１８５ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

こども元気プラザ ２５-１１５５ １２月２８日㈫～１月３日㈪まで休館します。

体育施設

まきがね体育館 ２５-６４７８
まきがね公園、槙ケ根体育センター、槙ケ根運動広場は、１２月
２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

岐阜県クリスタルパー
ク恵那スケート場

２８-３３９０
年末年始は休まず営業します。ただし、１２月３１日㈮は午後６時
に閉館します。また、一部大会により、４００㍍リンクの利用がで
きない場合がありますので、事前にご確認ください。

山岡町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター

５６-２３９０ １２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

明智町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター

５４-２５２２ １２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

その他の社会体育施設
４３-２１１２

（内線２２１）

岩村グラウンド、山岡グラウンド、山岡テニスコート、明智グラ
ウンド、上矢作体育館、上矢作山村広場の社会体育施設は１２月
２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。利用の申し込みや問い合わ
せも、この間はできませんので、ご注意ください。

山岡健康増進センター ５６-４０６６ １２月２５日㈯～１月３日㈪まで休館します。

串原健康管理センター ５２-２１１１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

ごみの収集

エコセンター恵那 ２６-４３８９

◇可燃ごみの収集　年末は１２月３０日㈭まで、年始は１月４日㈫
から通常通り収集します。
◇不燃ごみ・資源ごみの収集　平成２２年度ごみ収集カレンダー
の日程通りに収集します。
◇直接搬入　年末は１２月３０日㈭正午まで受け付けます。ステー
ションに出すときと同様に分別し、市指定ごみ袋に入れてお持
ちください。袋に入れていない場合は、１００㌔ごとに２５２円の手
数料が掛かります。また事業系一般廃棄物の持ち込み手数料は、
１００㌔ごとに５００円です。

恵南クリーンセンター
あおぞら

０５７２-６５
-２２０３

し尿の収集

【旧市域・山岡町】
東海環境事業㈱

２８-３３７３

年末、年始のし尿くみ取りは、緊急の場合を除き、平成２２年度 
し尿くみ取り日程表の通り行います。
年内は１２月２８日㈫まで、年始は１月４日㈫から営業します。

【岩村町・串原・上矢作町】
ケイナンクリーン㈱

４３-４１２２

【明智町】
㈲中部環境

５４-２３４８

その他の施
設

市観光物産館えなてらす ２５-４０５８ １２月３０日㈭～１月４日㈫まで休館します。

くしはら温泉ささゆり
の湯

５２-３１３１
１２月２９日㈬～１月１日㈯まで休館します。２日㈰から通常営業し
ます。利用時間は午前１０時から午後９時（午後８時受付終了）
までで、定休日は毎週水曜日です。

自主運行バス
２６-２１１１

（内線５２２）
１２月２９日㈬～１月３日㈪までは、休日ダイヤで運行します（一
部路線は除く）。また１月１日㈯は運休します。
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一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
４７
・

６
㌫
、
支
出
率
３１
・
６
㌫
で
、 

特

別
会
計
合
計
は
、
収
入
率
３１
・
６

㌫
、
支
出
率
３９
・
５
㌫
。
企
業
会

計
は
、
収
入
率
４４
・
５
㌫
、
支
出

率
４２
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
は
、
建
設
事

業
の
工
事
費
や
委
託
料
が
、
事
業

完
了
し
て
か
ら
の
支
出
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
出
率
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど

特
定
事
業
の
会
計
で
、収
入
で
は
、

国
や
県
の
補
助
金
、
市
債
が
事
業

完
了
後
に
、
一
般
会
計
の
繰
入
金

が
年
度
末
の
収
入
の
た
め
、
収
入

率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
支
出

は
建
設
事
業
費
な
ど
が
あ
り
、
事

業
完
了
後
の
支
出
と
な
る
た
め
、

上
半
期
の
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
、

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
、
診
療
所
を
運
営
す
る
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
の
４
つ
が

あ
り
ま
す
。
水
道
施
設
の
建
設
事

業
費
や
、
病
院
の
施
設
改
修
事
業

費
、
医
療
機
器
な
ど
の
建
設
事
業

費
な
ど
が
あ
り
、
一
般
会
計
と
同

じ
よ
う
に
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

市
債
の
状
況
を
表
４
に
、
基
金

の
状
況
を
表
５
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

１１
月
１
日
号
で
２１
年
度
末
の
市

債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
上
半
期
で
は
、
お

よ
そ
２２
億
６
８
０
０
万
円
を
返

済
し
、
９
月
３０
日
現
在
の
借
入

残
高
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
ま
で
合
わ
せ
て

５
６
１
億
７
２
８
４
万
円
、
市
民

１
人
当
た
り
で
は
１
０
１
万
６
６

２
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
９
月
末
で
基
金
は
、

２７
億
８
９
９
５
万
円
の
財
政
調

整
基
金
、
２１
億
２
８
０
５
万
円

の
地
域
振
興
基
金
な
ど
一
般
会

計
分
に
積
み
立
て
る
基
金
で

８４
億
８
１
４
２
万
円
で
し
た
。

　

ほ
か
に
運
用
す
る
基
金
と 

し

て
、
公
共
事
業
用
地
の
先
行
取
得

を
行
う
土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
奨
学
資
金
貸
与

基
金
な
ど
が
あ
り
、
土
地
代
金
や

貸
付
金
を
含
め
、
運
用
基
金
総
額

は
１２
億
２
４
５
１
万
円
で
し
た
。

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
ま
で
含

め
た
基
金
総
額
は
、
１
１
１
億
４

２
９
８
万
円
で
、
市
民
１
人
当
た

り
２０
万
１
６
６
８
円
と
な
り
ま

す
。

　

本
年
度
上
半
期
の
予
算
の
状
況

を
、
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

上
半
期
、
一
般
会
計
は
３５
億
３

３
７
１
万
円
の
増
額
（
繰
越
明
許

費
の
１７
億
３
９
５
５
万
円
含
む
）、

特
別
会
計
は
３
億
０
９
０
０
万

円
、
企
業
会
計
は
１
億
１
９
３
４

万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し

た
。
総
額
で
は
一
般
会
計
が
２
９

７
億
９
３
７
１
万
円
、
特
別
会
計

は
合
計
で
１
３
８
億
６
９
２
６
万

円
、
企
業
会
計
は
６７
億
４
６
３
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
６

月
に
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・

交
流
推
進
支
援
事
業
、
地
籍
調

査
事
業
の
追
加
、
こ
ど
も
元
気
プ

ラ
ザ
の
文
庫
の
充
実
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
５
２
８
０
万
円
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。
９
月
に

は
、
明
智
駅
前
広
場
整
備
や
山
岡

振
興
事
務
所
周
辺
整
備
、
市
内
各

地
の
観
光
地
の
整
備
、
７
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
費
の
ほ

か
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
の
た
め

の
基
金
や
、
将
来
の
病
院
整
備
な

ど
の
た
め
の
基
金
の
新
設
な
ど
に

１７
億
１
０
０
０
万
円
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
や
介
護
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で
前

年
度
剰
余
金
の
基
金
積
立
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
や
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
で
建
設
事
業
費

な
ど
の
増
額
の
補
正
を
行
な
い
ま

し
た
。

　　

一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

が
、
予
算
額
に
対
し
て
６０
・
０
㌫

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
や
株
式

譲
渡
所
得
割
交
付
金
、
市
債
は
、

年
度
末
に
納
入
さ
れ
る
予
定
で
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、
事

業
の
完
了
後
に
納
入
さ
れ
る
予
定

の
た
め
、
非
常
に
低
い
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
支

出
す
る
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金

を
返
済
す
る
お
金
）
は
、
支
出
率

も
順
調
で
す
が
、
衛
生
費
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
は
、
建
設
事

業
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
て
、
事

業
を
完
了
し
て
か
ら
の
支
出
が
多

く
な
る
た
め
、
支
出
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
民
生
費
は
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
繰
出

金
が
下
半
期
に
支
払
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
支
出
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
も
、
市
全

体
の
歳
入
、
歳
出
の
状
況
と
同
様

に
、
収
入
率
、
支
出
率
と
も
例
年

通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

区分 現在高 市民一人当たり

一般会計 ３５６億７，８２５万円 ６４万５，７１３円

特別会計 １６７億７，２０５万円 ３０万３，５４５円

企業会計 ３７億２，２５４万円   ６万７，３７１円

市債総計 ５６１億７，２８４万円 １０１万６，６２９円

区分 現在高 市民一人当たり

積み立てる基金 ９６億９，１４３万円 １７万５，３９８円

 一般会計の基金 ８４億８，１４２万円 １５万３，４９９円

 特別会計の基金 １２億１，００１万円 ２万１，８９９円

運用する基金 １２億２，４５１万円 ２万２，１６１円

企業会計の基金 ２億２，７０４万円          ４，１０９円

基金総計 １１１億４，２９８万円 ２０万１，６６８円

支
出
済
額
は
予
算
の
３４
・
１
％

本
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６７億９，０３９ ４０億７，６４１ ６０.０％
地方譲与税 ３億７，７４０ １億２，３３３ ３２．７％
利子割交付金 ２，４８０ １，０１６ ４１.０％
配当割交付金 ８６０ ３８６ ４４．９％
株式等譲渡所得割交付金 ４００ ０ ０.０％
地方消費税交付金 ４億９，８８０ ２億９，６５６ ５９．５％
ゴルフ場利用税交付金 １億４，８２０ ５，４０２ ３６．５％
自動車取得税交付金 １億０,９３０ ３，０７８ ２８．２％
地方特例交付金 １億２，７４７ １億２，７４３１００.０％
地方交付税 ８９億３，８８６ ６４億４，０９０ ７２．１％
交通安全対策特別交付金 ７００ ３５５ ５０．７％
分担金及び負担金 ３億２，０３２ １億１，０８０ ３４.６％
使用料及び手数料 ４億３，６７９ １億８，３１３ ４１．９％
国庫支出金 ２９億７，５９１ ３億２，７７８ １１.０％
県支出金 １９億０,０６７ ２億２，３７３ １１．８％
財産収入 １億１，８２５ ５，２５９ ４４．５％
寄附金 ６１ ６６１０８．２％
繰入金 １億５，３３０ ３ ０.０％
繰越金 １８億８，２０３ １８億８，２０３１００.０％
諸収入 ６億４，６２１ ２億２，７９２ ３５．３％
市債 ４３億２，４８０ ４７０ ０．１％

合計 ２９７億９，３７１ １４１億８，０３７ ４７．６％

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億０,５３０ ９，９６０ ４８.５％

総務費 ４３億５，７４９ １２億４，１８８ ２８．５％

民生費 ６６億１，２９０ ２０億４，８０２ ３１．０％

衛生費 ３８億３，３３０ ８億１，４８９ ２１．３％

労働費 ４，８３０ ４，１０９ ８５．１％

農林水産業費 １３億２，６６４ ３億０,４６４ ２３．０％

商工費 ４億９，１７８ ２億８，０６８ ５７．１％

土木費 ３６億２，０７１ ５億６，８４３ １５．７％

消防費 ９億６，０２１ ４億０,１７２ ４１．８％

教育費 ４０億４，０８８ １６億０,３２２ ３９．７％

公債費 ４１億１，９３０ ２０億２，０８７ ４９．１％

予備費 ３，０００ ０ ０．０％

災害復旧費 １億４，６９０ ０ ０．０％

合計 ２９７億９，３７１ ９４億２，５０４ ３１．６％

内     訳 当初予算額 補正額 合計

一般会計 ２６２億６，０００万円 ３５億３，３７１万円 ２９７億９，３７１万円

特別会計 １３５億６，０２６万円 ３億０,９００万円 １３８億６，９２６万円

企業会計 ６６億２，７００万円 １億１，９３４万円 ６７億４，６３４万円

合計 ４６４億４，７２６万円 ３９億６，２０５万円 ５０４億０,９３１万円

表 1　補正予算の状況

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は歳出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況
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は
５
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円

問

一般会計 一般会計

特別会計 特別会計

企業会計企業会計

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１３８億６,９２６

２９７億９,３７１

６４億６,２３６

１３８億６,９２６

２９７億９,３７１

６７億４,６３４

４３億７,６７２

１４１億８,０３７

２８億７,３４４

９４億２,５０４

５４億８,１１６

２８億６,７５４

収入率
４７．６％

収入率
３１．６％

収入率
４４．５％

支出率
３１．６％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
３９．５％

支出率
４２．５％

支出額 予算額収入額 予算額

（万円）（万円）

（億円）（億円）
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